
敬
老
乗
車
証
制
度
の
廃
止
?!

京
都

市
の

お

金

の

事

情

≲
２
月
の
あ
る
朝
、
京
都
市
内
≳

市
民
し
ん
ぶ
ん
２
月
１
日
号
を
目
に
し
、

何
か
困
っ
た

こ
と
に
な
り
そ
う
…
。

で
も
な
ん
で

こ
う
な
っ
た
の
?!

財
政
再
生
団
体
…

今
後
の
改
革
…
。

先
月
号
か
ら

大
変
お
待
た
せ
い
た
し
ま
し
た
。

次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
、

こ
う
な
っ
た
背
景
を

詳
し
く
解
説
し
ま
す
。

市職員 京都京一

保
育
料
４
割

値
上
げ
…
?! 　 会

社
に
例
え
る
と
倒
産
を
意
味
す
る
「
財
政
再
生
団
体
」。
多
く
の
方
が
「
京
都
市
は
大
丈
夫
」
と
思
わ
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
実
情
は
危
機
的
な
状
況
で
、
こ
の
ま
ま
で
は
数
年
後
に
財
政
再

生
団
体
に
な
る
可
能
性
も
。
今
月
か
ら
、
３
カ
月
に
わ
た
っ
て
市
の
財
政
状
況
を
解
説
。
今
回
は
、
現
状
と

今
後
の
方
針
の
概
要
に
つ
い
て
お
伝
え

し
ま
す
。

　

  

財
政
が
厳
し
い
中
で
も

　
  

充
実
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持

　 市
民
一
人
当
た
り
の
市
税
収
入
が
他
都
市
よ
り

少
な
い
中
、
全
国
ト
ッ
プ
水
準
の
福
祉
・
医
療
・
教

育
・
子
育
て
支
援
な
ど
を
実
施
。
そ
の
水
準
を
維

持
す
る
た
め
、
職
員
数
の
削
減
や
事
業
の
見
直
し
な

ど
の
行
財
政
改
革
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

  

毎
年
の
支
出
が
収
入
を
上
回
る

　

  

不
均
衡
な
財
政
状
況
が
続
く

　 国
か
ら
の
地
方
交
付
税
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
、

収
入
が
伸
び
悩
む
中
、
高
齢
化
に
よ
る
社
会
福
祉

関
連
経
費
な
ど
の
支
出
が
増
加
。
宿
泊
税
の
導
入

な
ど
税
収
増
の
取
り
組
み
や
行
財
政
改
革
を
実
施

し
て
も
な
お
、
支
出
が
収
入
を
上
回
る
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。

　

  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

　 コ
ロ
ナ
に
よ
る
急
激
な
景
気
悪
化
に
よ
り
、
２
年

度
の
市
税
収
入
は
過
去
最
大
の
減
収
見
込
み
。
ま

た
、
社
会
福
祉
関
連
経
費
な
ど
が
一
層
増
加
。
今

後
、
毎
年
度
500
億
円
も
の
財
源
不
足
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

  

今
後
の
改
革
の
視
点

①
暮
ら
し
や
す
く
、
魅
力
・
活
力
あ
る
ま
ち
へ

　 若
者
や
企
業
の
定
着
を
図
り
、
支
え
手
を
増
や

す
こ
と
で
税
収
増
に
つ
な
げ
、
全
て
の
世
代
が
暮
ら

し
や
す
い
ま
ち
に
。

●
若
者
・
子
育
て
世
代
の
定
住
促
進

●
景
観
の
保
全
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
両
立　 な

ど

②
真
に
必
要
な
施
策
を
持
続
可
能
に
す
る
た
め
の

　 事
業
見
直
し

　 市
独
自
の
手
厚
い
サ
ー
ビ
ス
や
補
助
金
・
イ
ベ
ン

ト
の
在
り
方
を
点
検
・
見
直
し
。

●
敬
老
乗
車
証
制
度
の
在
り
方
の
検
討

●
市
主
催
の
催
し
を
休
止
・
公
費
負
担
ゼ
ロ

　 な
ど

③
投
資
事
業
の
選
択
と
集
中

　 全
て
の
投
資
事
業
に
つ
い
て
、
費
用
対
効
果
や
緊

急
性
を
検
証
・
見
直
し
。

●
無
電
柱
化
事
業
の
延
期

　
（
安
全
・
防
災
対
策
に
関
す
る
も
の
は
除
く
）

●
横
大
路
運
動
公
園
整
備
の
延
期

　 な
ど

④
公
共
施
設
の
適
正
管
理
・
受
益
者
負
担
の
適
正
化

　 必
要
な
コ
ス
ト
を
示
し
た
上
で
、
施
設
の
統
廃

合
や
利
用
者
負
担
の
見
直
し
を
検
討
。
ま
た
、
民

間
活
力
の
導
入
な
ど
に
よ
り
コ
ス
ト
を
圧
縮
。

●
施
設
使
用
料
の
改
定

●
市
営
住
宅
の
家
賃
・
運
営
の
在
り
方
の
見
直
し　 な

ど

⑤
一
般
会
計
と
特
別
会
計
等
の
連
結

　 上
下
水
道
局
等
の
公
営
企
業
な
ど
も
含
め
た
全

会
計
で
財
源
確
保
策
を
検
討
。

　

⑥
組
織
体
制
の
適
正
化

　 業
務
の
効
率
化
・
委
託
化
・
民
営
化
な
ど
に
よ

り
、
職
員
数
を
削
減
。
ま
た
、
働
き
方
改
革
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
の
導
入
に
よ
り
時
間
外
勤
務
を
縮
減

し
、
人
件
費
を
圧
縮
。

●
臨
時
的
な
人
件
費
の
抑
制

　 な
ど

／
早
く
知
り
た
い
方
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

／

1

34

2

例
え
ば
こ
ん
な
影
響
が

・
国
民
健
康
保
険
料
３
割
値
上
げ

・
保
育
料
４
割
値
上
げ

・
敬
老
乗
車
証
制
度
の
廃
止

　 な
ど

【
具
体
的
な
成
果
な
ど
】

・
保
育
所
な
ど
待
機
児
童
が
７
年
連
続
ゼ
ロ

・
大
雨
へ
の
浸
水
対
策
済
み
面
積
割
合
が
全
国

  

ト
ッ
プ
水
準
（
市
91
％
、
全
国
58
％
）

・
高
齢
者
福
祉
施
設
は
平
成
20
年
度
か
ら
の

　 10
年
で
倍
増
（

324
→
674
カ
所
） 

　
　

   
な
ど

市
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
何

と
か
や
り
く
り
し
、
全
国
ト
ッ
プ
水
準
の

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ

こ
に
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
!

最
悪
の
場
合
、８
年
度
に
は
財
政
再
生
団
体
に
。

そ
う
な
る
と
、
国
の
関
与
を
受
け
、
市
独
自
の
取

り
組
み
は
で
き
な
く
な
り
、
ま
た
、
最
低
限
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
し
か
実
施
で
き
ず
、
税
金
や

さ
ま
ざ
ま
な
料
金
が
一
気
に
上
が
り
ま
す
。

子
ど
も
を
保
育

園
に
預
け
な
い

と
仕
事
に
復
帰

で
き
な
い
！

大
雨
で
ま
ち
が

浸
水
し
た
ら

か
な
ん
！

市職員 ： 京都京一市職員 ： 京都京一

京
都
市
は
昔
か
ら
、
他
の
政
令

指
定
都
市
よ
り
税
収
が
少
な
く
、

裕
福
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
、
市
民
生
活
を
豊
か
に

す
る
た
め
、
長
年
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
困
り
ま
す

よ
ね
…
し
っ
か
り

と
対
応
し
ま
す
！

ど
う
し
て
こ
ん
な

こ
と
に
？

こ
の
ま
ま
だ
と
ど
う

な
る
ん
だ
？

コ
ロ
ナ
で
大
変
な
の

に
、
今
し
な
い
と
い

け
な
い
の
？

コ
ロ
ナ
禍
で
厳
し
い
状
況

に
あ
る
市
民
生
活
を
守
り

な
が
ら
、
魅
力
溢
れ
る
京

都
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ

た
め
に
、
今
、
大
胆
な
改

革
が
必
要
な
ん
で
す
。
次

号
で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う

な
状
況
に
な
っ
た
の
か
を

詳
し
く
説
明
し
ま
す
。

将
来
の
借
金
返
済
の

た
め
の
積
立
金
で
あ

る
公
債
償
還
基
金
な

ど
を
取
り
崩
し
、
将

来
世
代
へ
負
担
を
先

送
り
し
て
い
る
状
態

で
す
。

不
足
し
て
い
る

お
金
は
ど
う
し

て
る
の
？

こ
れ
ま
で
…

最
悪
の
事
態
を
回
避
し
、
明
る
い
未
来
を
展
望

し
か
し

こ
れ
ま
で

さ
ら
に

財
政
再
生
団
体
へ
の
転
落
を

回
避
す
る
た
め
に

第
１
話 京

都
市
の

お

金

の

事

情

こ
の
ま
ま
で
は
お
金
が

足
り
ず
、
ま
ち
づ
く
り

が
続
け
ら
れ
な
い
…

問
合
せ
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京
都
市

　 今
後
の
行
財
政
改
革

検
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市・ 府民税第４ 期分の納期限は１ 月 31 日です。 期限内の納付をお願いし ます。イベント の中止などでチケット の払い戻しを放棄し た方は、 確定申告や市府民税申告で寄附金税額控除を受けら れます。
困っ た時に使える支援制度などの情報を市ホームページに掲載中。イ ンタ ーネッ ト が見ら れない場合は 京都いつでも コ ールへ。

新型コロナウイルスのワク チン（ 無料）は、国の示すスケジュールに基づき、65歳

以上（ 昭和32年４ 月１ 日以前生まれ） の方から優先的に受けること ができます
優先的に接種できる方には、 実施時期までに、 接種に必要な接種券を送付します。

※最新情報はホームページで紹介

京都市　 コ ロナワクチン 検索

お問い合わせはコ ールセンタ ーまで　

受付時間 ８ 時半～17時半☎9 5 0 -0 8 0 8   FAX9 5 0 -0 8 0 9
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市
民

き
ょ
う
と

令
和
３
年

第
９
４
７
号 １

日
月
３

●

緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
に
伴
い
、
掲
載
内
容

が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
各
問
い
合
わ
せ
先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●

掲
載
記
事
・
施
設
の
情
報
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

7面

今月のプレゼント

御池ふろら んたん



平成1 5 年 2 0 年 2 5 年 3 0 年 令和元年
0

20 0

40 0

60 0

80 0

1 00 0

1 20 0

1 40 0
1 3 0 7

8 0 1

1 0 5 2

8 6 5

7 5 7

2
本
市
の
収
入
の
特
徴

 

少
な
い
市
税
収
入 

　
市
民
１
人
当
た
り
の
市
税
収
入
は
、
元
年
度
決
算
で
他
の
政
令
市
平
均
よ
り
も
約

７
千
円
少
な
く
、
本
市
人
口
で
換
算
す
る
と
総
額
が
105
億
円
も
少
な
い
状
態
で
す
。

　
収
支
バ
ラ
ン
ス
の
不
均
衡

　
国
や
他
都
市
水
準
を
上
回
る
施
策
や
市
民
の
足
で

あ
る
地
下
鉄
を
守
る
支
援
を
維
持
す
る
に
は
多
額
の

財
源
が
必
要
で
、
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
を
進
め
て

も
な
お
財
源
が
不
足
。
支
出
が
収
入
を
上
回
る
状
態

が
長
年
続
い
て
き
ま
し
た
。

　
市
の
貯
金
に
あ
た
る
財
政
調
整
基
金
は
、
平
成
初

期
に
多
額
の
取
り
崩
し
を
行
い
、
こ
の
20
年
間
の
残

高
は
わ
ず
か
。
そ
こ
で
、
不
足
分
を
公
債
償
還
基
金

（
将
来
の
借
金
返
済
の
た
め
の
積
立
金
）
の
取
り
崩
し

や
市
債
で
補ほ

塡て
ん

し
て
き
た
の
で
す
。

　
こ
の
状
態
が
続
け
ば
、
毎
年
度
500
億

円
も
の
財
源
不
足
が
続
く
見
込
み
。
今

後
10
年
以
内
に
は
公
債
償
還
基
金
を
使

い
切
り
、
最
悪
の
場
合
は
、
財
政
再
生

団
体
に
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
…
。

 

地
方
交
付
税
の
削
減 

　
高
齢
化
に
伴
い
、
社
会
福
祉
に
必
要
な
経
費
が
増
加
し
続
け
る
中
、
国
か
ら
の
交
付
額

は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
も
財
源
を
捻
出
す

る
た
め
、
徹
底
し
た
行
財
政
改
革

に
取
り
組
み
、
支
出

・
収
入
の
両

面
か
ら
改
善
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

次
号
で
は
、
最
悪
の
事
態

を
回
避
し
、
明
る
い
未
来

を
切
り
開
く
た
め
の
改
革
の

視
点
と
３
年
度
予
算
に
つ
い

て
、
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。

例
え
ば
こ
ん
な
要
因
が

１、10

２

３

４

　

【
支
出
】

事
業
・
人
件
費
の
見
直
し

平
成
20
年
度
以
降
、
事
業
は

649
億
円
、
人
件
費
は
270
億
円

（
約
３
千
500
人
）
を
削
減

【
収
入
】

市
税
の
増
収

市
税
収
入
は
５
年
前
に
比
べ
、

249
億
円
、
９
％
増
。
元
年
度
は

過
去
最
高
の
２
千
770
億
円
に

【
市
債
（
借
金
）
】

市
債
残
高
の
縮
減

平
成
19
年
度
決
算
以
降
、

全
会
計
で
３
千
379
億
円
、

17
％
を
縮
減

地方交付税等の推移

市民１ 人当たり の建物の床面積

人口に占める納税義務者の割合

<
こ
れ
ま
で
の
行
財
政
改
革
と
活
性
化
策
の
成
果
>

９

1 1

 京都市の財政構造 

人口に占める納税義務者の割合

0

1 0

2 0

3 0

4 0

5 0
4 3 .1

4 7 .24 7 .2

京都市 他都市平均

1388

1380

０

令和2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 7 年 8 年 9 年 10年 11年 12年 13年 14年 15年

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

納税義務者の割合が低く 、

個人市民税が少ない

（ 大学生等の若年者や高齢者が多く 、

就業者層が少ないこと などが考えら れる）

木造建物に比べ評価額が高い

非木造建物が少ないこと や、

評価額の低い古い木造建物が多いこと

などから 、 固定資産税が少ない

次
号
へ
続
く

木造

他都市平均

京都市

2 0 .32 0 .3 5 7 .45 7 .43 7 .13 7 .1

2 4 .32 4 .3 3 1 .83 1 .8 5 6 .05 6 .0

非木造

交付額の

ピ ーク

（ ％）

（ ㎡）

※端数調整の関係で、内訳と 合計が一致し ない場合有。

（ 億円）

（ 億円）

支 

出

収 

入

全国で実施する標準的な施策を行う ための経費

（ 国からの事業実施の要請の度合いが強いも の）

本市ならではの独自施策を
行う ための経費

（ 全国トップ水準の福祉・ 保育など）

財源不足
独自財源など

（ 宿泊税、資産の
活用など）

市税、国からの地方交付税など

3

政令市中
最下位

改革を行わなかった場合の公債償還基金の残高

公債償還基金の取り 崩しや財源不足を補う ために発行する市債で補塡

＝将来世代への負担の先送り（ 将来世代が使う べきお金を今の世代が先に使っている状態）

コ ロナ禍で厳し い状況にある市民生

活をしっかりと 支えつつ、 市民サービ

スへの影響を小さく するために、今大

胆な改革に取り組む必要があります

改革を行わなければ、８ 年度には

なく なる見込み
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先
月
号
で
は
、
市
の
財
政
状
況
や
改
革
の
視
点
に
つ
い
て
全
体
像
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
な
ぜ
財
政
再
生
団
体
に
な
り
か
ね
な
い
状
況
に
陥
っ
た
の
か
を
詳
し
く
お
伝
え
し
ま
す
。

1
国
や
他
都
市
の
水
準
を
上
回
る
行
政
サ
ー
ビ
ス

　
市
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
豊
か
な
暮
ら
し
の
実
現
の
た
め
、
長
き
に
わ
た

り
、
福
祉
・
医
療
・
教
育
・
子
育
て
支
援
・
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
に
お
い
て
、
国

が
定
め
る
標
準
的
な
水
準
を
上
回
る
施
策
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

 

他
都
市
よ
り
充
実  

水
害
か
ら
暮
ら
し
を
守
る
雨
水
整
備

      

本
市
独
自       

全
国
ト
ッ
プ
水
準
の
保
育
環
境

他
に
も
、
敬
老
乗
車
証
制
度
の
維
持
、
子
ど
も
医
療

費
制
度
の
拡
充
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
「
日
本
の
都
市
特
性
評
価
」

に
お
い
て
３
年
連
続
で
１
位
と
な
る
な
ど
、
高
い
評
価

を
受
け
て
い
ま
す
。

例
え
ば

年
間
経
費
76
億
円

年
間
経
費
219
億
円 い

ま
、
な
ぜ

　 改
革
が
必
要
か
？

問
合
せ

財
政
課

☎
222
・
３
２
９
１

FAX
222
・
３
２
８
３

問
合
せ

介
護
ケ
ア
推
進
課

☎
213
・
５
８
７
１

FAX
213
・
５
８
０
１

　
質
・
量
と
も
に
全
国
ト
ッ
プ
水
準
の
保
育
士
の
手
厚
い
配
置
や

処
遇
改
善
を
実
施
。
０
～
２
歳
児
の
保
育
料
を
国
基
準
の
７
割

に
軽
減
し
、
待
機
児
童
も
７
年
連
続
ゼ
ロ
に
。

　
台
風
や
豪
雨
に
よ
る
浸
水
被
害
で
市
民
生
活
に
影
響
が

出
な
い
よ
う
、
雨
水
を
貯
留
で
き
る
地
下
ト
ン
ネ
ル
「
雨

水
幹
線
」
の
整
備
を
進
め
る
な
ど
、
全
国
ト
ッ
プ
水
準
の
浸

水
対
策
を
実
施
。

５ 年に１ 回

降る確率の

大雨に対応できる

雨水整備率

91％
全国平均60 ％

保育士給与水準の

全国平均比
保育士配置基準

／
敬
老
乗
車
証
制
度
の
現
状
と
課
題
＼

　
昭
和
48
年
か
ら
続
い
て
き
た
敬
老
乗
車
証
制
度
。

市
で
は
、
社
会
活
動
等
に
役
立
て
て
も
ら
う
た
め
、
70

歳
以
上
の
希
望
者
に
、
所
得
に
応
じ
た
少
な
い
負
担

（
利
用
者
の
約
６
割
が
月
250
円
で
利
用
）
で
市
バ
ス
・

地
下
鉄
な
ど
を
利
用
で
き
る
年
間
フ
リ
ー
パ
ス
を
交

付
。
約
15
万
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

市
内
在
住
Ａ
さ
ん

1. 34倍 1. 33倍

全国平均356 万円
京 都 市476 万円

9 0 人定員の保育
所の場合、 保育
士１２ 人を１6 人に

第

2
話

９

1 1

 

国
基
準
よ
り
充
実  

国
民
健
康
保
険
料
の
負
担
軽
減

国
基
準
を
上
回
る
部
分
の
年
間
経
費
52
億
円

　
高
齢
化
や
医
療
の
高
度
化
に
よ
り
医
療
費
が
増
加
し
続
け
る
中
で
も
、

市
税
負
担
に
よ
り
保
険
料
負
担
を
軽
減
。

う
ち
の
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
も
利
用

し
て
い
る
し
、
高

齢
者
に
と
っ
て

大
事
な
制
度
よ

ね
。
で
も
15
万

人
が
利
用
し
て

い
る
な
ん
て
、
一

体
ど
れ
く
ら
い
の

費
用
が
か
か
っ
て

い
る
の
か
し
ら
？

市
職
員
：
福
祉 

都

市
税
52
億
円
と
利
用
者
の
負
担
金

８
億
円
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
市

税
負
担
は
利
用
者
１
人
当
た
り

３
万
３
千
700
円
、
個
人
市
民
税
納

税
者
１
人
当
た
り
で
は
８
千
200
円
で

す
。
ま
た
、
既
に
廃
止
し
て
い
る
政

令
市
も
あ
り
ま
す
。

制
度
発
足
当
時
か

ら
平
均
寿
命
が
11

歳
延
び
、
対
象
者

数
が
増
加
。
そ
れ

に
伴
い
、
市
税
負

担
額
は
17
倍
に
。

こ
の
ま
ま
維
持
す

る
と
、
制
度
自
体

が
破
綻
す
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

対象者数と 市税負担の推移

１ 人当たり の市税負担額（ 円）

0

1 万

2 万

3 万

4 万

3 万3700円

1 万2800円 1 万3300円

京都市 大阪市

※本市独自集計
※20の政令市の中で
　 13市が実施

神戸市

昭和5 0 年

8 万人8 万人

3 億円3 億円

5 2 億円5 2 億円
5 7 億円5 7 億円

3 2 万人3 2 万人 3 4 万人3 4 万人

令和2 年 1 2 年（ 推計）

市税負担

対象者数

意
見
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
う
け
ど
、

ど
う
す
る
の
？
や
め
て
し
ま
う
の
？

4 倍

17倍

平均寿命 昭和48年 平成30年

男 70.7 歳 → 81.3 歳

女 76.0 歳 → 87.3 歳

大
切
な
制
度
を
存
続
さ
せ
る
た
め
に
は
、

大
き
な
改
革
が
必
要
で
す
。
受
益
と
負
担

の
バ
ラ
ン
ス
や
平
均
寿
命
を
踏
ま
え
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

少
な
い
負
担
で
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

て
い
る
の
ね
。
私
た
ち
も
将
来
利
用
し
た

い
け
ど
、
そ
の
時
ま
で
続
い
て
い
る
か
心

配
だ
わ
。

３ 月は少年の非行や犯罪被害が増える時期です。 子ども たちの変化に気を配り まし ょ う 。
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